
京
都
市
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ

ム
は
、
30
年
間
に
わ
た
り
特
定

事
業
者
の
固
有
の
技
術
で
作
ら

れ
た
も
の
に
改
修
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
が
、
一
般
に
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
機
器
及
び
シ

ス
テ
ム
に
刷
新
す
る
「
オ
ー
プ

ン
化
事
業
」
を
進
め
て
き
ま
し

た
。当

初
、
平
成
29
年
1
月
の
稼

働
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
遅

延
が
発
生
。
新
た
な
受
託
事
業

公営企業会計（上下水道、市バス・地下鉄）2,725億円

者
の
も
と
令
和
2
年
1
月
の
稼

働
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
稼

働
を
1
ヶ
月
後
に
控
え
た
昨
年

末
、
再
び
稼
働
が
遅
延
す
る
と

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
は
、
3
年
間
の

開
発
延
期
、
17
億
円
の
市
民
負

担
増
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

更
な
る
猛
省
の
う
え
、
市
民
負

担
増
や
計
画
の
遅
延
が
な
い
よ

う
指
摘
し
、
進
捗
状
況
の
議
会

へ
の
報
告
を
求
め
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
に
お
い
て
も
シ
ス
テ

ム
稼
働
の
日
程
が
示
せ
な
い
な

ど
市
民
理
解
を
得
る
に
は
程
遠

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
我
々
自
民
党
京
都

市
会
議
員
団
は
、「
よ
っ
て
本
市

会
は
、
十
分
な
総
括
と
市
民
に

理
解
が
得
ら
れ
る
内
容
を
議
会

に
速
や
か
に
報
告
す
る
こ
と
を

求
め
る
」
と
の
警
告
を
予
算
に

付
し
ま
し
た
。

※
警
告
…
可
決
し
た
議
案
に
付
け
る
市
会

の
意
志
。
付
帯
決
議
よ
り
も
強

い
意
志
を
示
す
。

市税

　令和２年度の予算は、公債償還
基金※1の取崩しのほか、行政改革
推進債※2や本市初の調整債※3の発
行など、特別の財源対策を193億
円も実施しているので、厳しい財
政だと理解しています。

　京都市の財政が厳しいと言われていますが、それって本当
ですか？

　じゃあ、その特別の財源対策
をやめたら良いのではないので
すか？

　たしかに、やめたいんだけど、
市債を起債してもやらなくてはい
けない未来への投資となる事業
（インフラ整備など）や皆さんの
生活を支えるもの（新型コロナウ
イルス感染症対策など）は実施し
なくてはいけません。なので、私
たちは、市民生活を守りながら、
未来の為にも、持続可能な財政と
なるように議論をしています。

　京都市は、観光ばかりにお金をかけてい
るとよく言われるけど、このグラフを見た
ら、社会福祉に手厚い街だってわかるね！

　京都市の予算を編成するには国
や府との信頼関係が大切だね！

行政目的別
7,839億60百万円

3,135億76百万円
（40.0％）

社会福祉費

508億70百万円
（6.5％）

保健衛生費

388億84百万円
（5.0％）

388億84百万円
（5.0％）

産業経済費860億62百万円
（11.0％）

860億62百万円
（11.0％）

1,260億18百万円
（16.1％）

教育文化費

236億36百万円
（3.0％）

236億36百万円
（3.0％）

消防費

575億67百万円
（7.3％）

総務費その他 873億47百万円
（11.1％）

公債費

都市建設費

809億40百万円
（10.3％）

市債
自主財源
（50.6％）

依存財源
（39.1％）

一般会計歳出予算の内訳

※1 公債償還基金…将来の借金返済のための基金
※2 行政改革推進債…行政改革を前提に通常の市債に上乗せできる

地方債
※3 調整債…減収により発行が認められている特例的な地方債

一般会計歳入予算の内訳

2,987億51百万円
（38.1％）

1,999億82百万円
（25.5％）

国・府支出金

563億21百万円
（7.2％）

地方交付税

497億72百万円
（6.4％）

地方譲与税、府
税交付金、地
方特例交付金、
交通安全対策
特別交付金

地方譲与税、府
税交付金、地
方特例交付金、
交通安全対策
特別交付金

歳入総額
7,839億60百万円

762億14百万円
（9.7％）

その他収入その他収入
219億80百万円

（2.8％）

使用料・手数料

全会計合計
1兆6,845 億円

令和２年度京都市予算

　左京区の市会議員が市長選挙出馬に伴い、辞職を選ばず、自動失職と
したため、3年以上欠員となる事態が発生…。我々、自民党市会議員団
は、市会議員という役割の重要性を鑑み、以下の意見書を提出！！

　令和２年度予算案を審議した２月市会が去る３月25日に閉会
し、未来の京都市のためとなる全会計合計1兆6845億円の予算
案を可決しました。

大
型
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

オ
ー
プ
ン
化
事
業
に
対
し

　先般の京都市長選挙において、左京区選出の市会議員が、立候補のために自動失
職した。これにより、左京区の市会議員定数8名のうち、1名が欠員となった。京
都市では、市会議員選挙が行われるのは市長選挙後3年以上先であるため、このま
までは任期4年のうち3年以上議員の欠員状態が続く。
　12年前も同じ市会議員が市長選挙への立候補のために自動失職したため、3年
以上1名欠員のままであった。
　現行制度では、欠員数が当該選挙区の議員定数の6分の1を超えない場合には、
市長選挙の告示前10日までに議員自らが辞職しなければ、補欠選挙は行われない。
これでは、議員本人の意思により補欠選挙が行われるかどうかが左右されること
になる。しかしながら、市会議員の役割の重要性を考えると、議員の意思により補
欠選挙の有無が生じることは、到底市民理解が得られるものではない。
　京都市において、上記のとおり、同様の事例が2度にわたり発生していることを
踏まえると、法整備により手当てするしか防ぐ手立てがない状況である。
　例えば、京都市では、今後3年間に、左京区においても衆議院議員選挙、参議院
議員選挙、知事選挙が必ず行われることから、その際に市会議員の補欠選挙を行う
ことなどが可能になれば、長期の欠員を防ぐことができる。
　よって国におかれては、長期にわたり議員の欠員が続くことがないよう、補欠選
挙の実施要件に関し、公職選挙法を整備することを求める。

補欠選挙の実施要件に係る
公職選挙法の整備を求める意見書を提出！！

一般会計 7,840億円　特別会計 6,281億円

「
警
告
」

※自民、共産、公明、民フ、維新は賛成、京都党は反対
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の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
西
京

区
・
洛
西
地
域
の
み
な
ら
ず
、
京

都
市
全
体
の
活
性
化
に
資
す
る
活

用
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
洛
西

地
域
の
都
市
計
画
も
含
め
、
方
向

性
を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
洛
西

地
域
に
お
け
る
交
通
の
利
便
性
向

上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
令
和
5

年
度
の
芸
大
移
転
を
控
え
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
仕
事
の
創
出
の

視
点
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
産
学
公
連
携
の
視
点
、
さ
ら

に
は
、
洛
西
地
域
は
も
と
よ
り
市

全
体
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
視
点

を
持
ち
つ
つ
、
地
域
の
皆
様
の
ご

意
見
も
十
分
に
踏
ま
え
て
、
令
和

２
年
度
中
に
一
定
の
方
向
性
を
お

示
し
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

■
田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）
今
回

の
市
長
選
挙
で
示
さ
れ
た
京
都
市

創
造
都
市
圏
・
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
市
長
の
熱
い
思
い
を
、

決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
市
内

中
心
部
か
ら
西
部
・
南
部
圏
域
へ

と
つ
な
が
る
交
通
ア
ク
セ
ス
を

格
段
に
向
上
さ
せ
、
京
都
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
、

京
都
府
の
西
脇
知
事
と
も
合
意
し
、

今
回
の
市
長
選
挙
に
当
た
っ
て
公

約
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
す
。

　

近
年
、
自
動
運
転
を
は
じ
め
、

未
来
の
交
通
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

研
究
が
進
み
、
交
通
政
策
を
と
り

ま
く
環
境
は
大
き
な
転
換
点
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

創
造
都
市
圏
を
創
出
す
る
た
め

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

向
け
、
令
和
2
年
度
の
設
置
を
御

提
案
し
て
い
る
「
歩
く
ま
ち
・
京

都
」
総
合
交
通
戦
略
審
議
会
に
お

い
て
活
発
に
ご
議
論
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
現
在
策
定
中
の
次
期
京

都
市
基
本
計
画
案
に
も
盛
り
込
み
、

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
収
入
増
へ

３
つ
の
高
度
化
を
推
進

■
田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）
京
都

の
食
文
化
の
創
造
、
発
信
、
農
林

業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
農
林

業
が
生
業
と
し
て
確
か
な
収
入
増

に
つ
な
が
る
よ
う
今
後
ど
の
よ
う

な
取
組
を
さ
れ
て
い
か
れ
る
の
か
。

■
岡
田
憲
和
副
市
長
（
答
弁
）
農

産
物
の
販
売
強
化
と
生
産
性
の
向

上
、
高
付
加
価
値
化
の
3
つ
の
取

組
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
大
変
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

販
売
強
化
に
つ
い
て
は
、
小
規

模
農
家
の
共
同
出
荷
体
制
を
整
え
、

中
央
卸
売
市
場
へ
の
出
荷
を
進
め

る
な
ど
、
大
規
模
な
他
産
地
に
対

抗
で
き
る
よ
う
、
販
路
の
安
定
と

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
自
動
運

転
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
ス
マ
ー
ト

農
業
機
械
の
導
入
を
支
援
し
、
農

作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
を
強
力

に
進
め
ま
す
。

　

高
付
加
価
値
化
に
つ
い
て
は
、

生
産
、
加
工
に
と
ど
ま
ら
ず
、
販

売
先
の
確
保
ま
で
支
援
す
る
伴
走

型
の
6
次
産
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

芸
大
跡
地
活
用
は

市
全
体
活
性
化
を
考
え

■
田
中
明
秀
議
員
（
質
問
）
芸
大

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
4
期

目
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
２
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
今
後
の
市

政
方
針
と
１
４
１
の
公
約
実
現
に

向
け
た
決
意
を
お
伺
い
し
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
こ
れ

ま
で
市
民
ぐ
る
み
で
進
め
て
き

た
取
組
へ
の
評
価
と
未
来
へ
の

期
待
を
い
た
だ
き
、
約
束
し
た

１
４
１
の
公
約
を
確
実
に
実
行
し
、

１
４
７
万
市
民
の
た
め
全
身
全
霊

を
捧
げ
る
決
意
で
す
。
5
つ
の
政

策
の
柱
の
下
、「
次
の
京
都
へ
」
ま

ち
づ
く
り
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

①
人
生
１
０
０
年
時
代
の
安
心

へ
の
挑
戦

　

②
防
災
・
減
災
先
進
都
市
へ
の

挑
戦

　

③
力
強
い
経
済
と
都
市
の
活
力

へ
の
挑
戦

　

④
文
化
の
力
に
よ
る
く
ら
し
と

心
の
豊
か
さ
の
実
現
へ
の
挑
戦

　

⑤
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
持
続

可
能
な
財
政
へ
の
挑
戦

　

こ
れ
ら
の
挑
戦
は
決
し
て
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国

随
一
の
市
民
力
、
地
域
力
、
緊

密
な
府
市
協
調
、
国
と
の
強
固

な
連
携
な
ど
を
結
集
し
、
市
民

の
皆
様
と
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
、

未
来
を
力
強
く
切
り
拓
い
て
い

く
決
意
で
す
。

税
収
不
足
に
新
た
な

歳
入
財
源
の
創
出
を

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
歳

出
に
関
し
て
は
、
た
ゆ
ま
ぬ
見

直
し
は
当
然
で
す
が
、
歳
入
に

関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
延
長

線
上
で
は
な
く
、
新
た
な
財
源

を
創
出
す
る
抜
本
的
な
取
組

が
必
要
で
す
。
全
て
の
職
員
が

も
っ
と
ど
ん
欲
に
「
稼
ぐ
」
と
い

う
強
い
意
識
を
も
っ
て
税
収
増
加
、

税
外
収
入
の
確
保
に
取
り
組
む
べ

き
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
令
和

２
年
度
は
一
般
財
源
収
入
が
こ
の

10
年
で
最
大
と
な
る
82
億
円
減
少

と
な
り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
市

民
の
皆
様
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
、

市
民
参
画
の
下
、
聖
域
な
き
歳
出

改
革
の
徹
底
と
、
抜
本
的
な
財
源

の
創
出
が
不
可
欠
で
す
。
公
約
の

空
き
家
や
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
所
有

者
等
へ
の
適
正
な
負
担
も
議
論
し

新
た
な
財
源
創
出
に
早
期
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

山
科
の
バ
ス
路
線

確
保
へ
し
っ
か
り
協
議

■
富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
山
科

区
で
は
地
下
鉄
開
業
時
に
市
バ
ス

が
撤
退
後
、
バ
ス
路
線
が
非
常
に

不
便
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
バ

ス
を
復
活
さ
せ
、
民
間
バ
ス
と
の

共
同
運
行
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
区
内

の
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、「
循
環

バ
ス
」
等
の
本
格
運
行
に
つ
な

が
る
よ
う
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、

市
バ
ス
と
の
共
同
運
行
な
ど
も
含

め
て
し
っ
か
り
と
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
内
中
心
部
か
ら
西
・
南
部
へ

1			市長の4期目に当たっての市政方針と141の公約実現に向け

た決意について

2			令和2年度予算と持続可能な財政の実現について

3			新型コロナウイルス感染症の対策について

4			山科区の交通問題について

⃝富きくお議員の質疑項目⃝

1		京都市創造都市圏・環状ネットワークに対する
市長の熱意と決意について
2			地下鉄烏丸線の可動式ホーム柵の設置について
3			二酸化炭素排出量正味ゼロに向けた取組について
4			国語・読解力の向上について
5			教科書の採択について
6			農家の所得向上について
7			芸大跡地の活用について

⃝田中明秀議員の質疑項目⃝

147
万
市
民
の
た
め
141
の
公
約

全
国
随
一
の
市
民
力
と
国
・
府
と
緊
密
連
携

市
立
芸
大
の
正
面
写
真

１
日
３
便
の
バ
ス
に
殺
到
す
る

高
齢
者
の
乗
客

新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
検
討

京
都
市
創
造
都
市
圏
・
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

門
川
市
政
４
期
目
ス
タ
ー
ト

富
き
く
お 

議
員

⃝

山
科
区

田
中
明
秀 

議
員

⃝

西
京
区

令和2年3月31日自由民主党京都市会議員団ニュース第67号
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■
平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）「
観

光
公
害
」
と
い
う
言
葉
が
、
市
長

選
挙
等
を
通
じ
、
一
部
マ
ス
コ
ミ

含
め
、
多
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

我
々
市
民
に
対
し
て
も
、
適
切
な

言
葉
だ
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。

市
長
の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
観
光
客
の
一
部
集
中

に
よ
る
課
題
は
解
決
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
東
山
区
は
京
都
の

魅
力
や
課
題
を
凝
縮
し
た
よ
う
な

ま
ち
で
あ
り
、
正
に
東
山
区
で
課

題
を
解
決
で
き
た
ら
、
観
光
課
題

解
決
先
進
都
市
と
し
て
真
に
名
乗

り
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
が
、
お
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
観

光
公
害
」
と
い
う
言
葉
は
不
適
切

な
表
現
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
表
現
は
一
切
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

地
域
固
有
の
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
継
承•

発
展
等
を
図
る
た

め
、
観
光
を
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
京
都
モ
デ
ル
を
推
進
し
、

市
民
生
活
の
豊
か
さ
に
繋
げ
る
観

光
の
「
課
題
解
決
先
進
都
市
」
と

し
て
世
界
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

な
取
組
を
、
議
員
ご
提
案
の
東
山

区
の
状
況
も
踏
ま
え
、
進
め
て
参

り
ま
す
。

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

■
平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）
未

来
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
未
来
を
担
う
若
者
世

代
が
京
都
に
住
み
、
働
き
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
是
非
と
も
お

願
い
し
ま
す
。
加
え
て
、
文
化

首
都
を
掲
げ
る
京
都
に
お
い
て
、

「
雨
庭
」
は
大
変
有
意
義
な
取
組

で
あ
り
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
後
の
取
組
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
建
物

の
高
さ
や
デ
ザ
イ
ン
規
制
の
特
例

制
度
、
さ
ら
に
建
物
用
途
や
規
模

制
限
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
検

討
し
、
各
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
存
分
に
引
き
出
し
、
子
育
て
世

代
や
若
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住

居
や
生
活
利
便
施
設
、
市
民
が
い

き
い
き
と
働
け
る
オ
フ
ィ
ス
等
の

創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
創
出

に
向
け
、
令
和
２
年
度
は
、
東
山

区
六
原
な
ど
市
内
３
箇
所
で
雨
庭

を
整
備
し
ま
す
。

子
育
て
環
境

日
本
一
に
向
け
て

■
平
山
た
か
お
議
員
（
質
問
）「
子

育
て•

教
育
環
境
日
本
一
」
を
掲

げ
る
市
長
の
幼
児
教
育•

保
育
の

推
進
に
懸
け
る
決
意
、
そ
し
て
、

令
和
２
年
度
予
算
案
に
ど
の
よ
う

に
反
映
し
て
い
る
の
か
、
お
答
え

下
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
病
児

保
育
や
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
支

援
の
充
実
を
は
じ
め
、
国
基
準

を
上
回
る
保
育
士
の
配
置
及
び
給

与
水
準
等
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
保
育
の
質
を
維
持
・
向
上
す
る

と
と
も
に
、
1
歳
児
保
育
に
お

け
る
保
育
士
配
置
体
制
の
充
実
な

ど
、
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し

い
中
、
令
和
元
年
度
比
15
億
円
増

の
５
５
５
億
円
の
幼
児
教
育•

保

育
関
係
予
算
を
計
上
し
、
7
年
連

続
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
質
問
）

平
成
30
年
9
月
の
台
風
21
号
で
は
、

左
京
区
鞍
馬
学
区
で
甚
大
な
風
倒

木
被
害
が
発
生
し
、
今
も
そ
の
傷

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
国
の
予
算

を
活
用
し
た
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設

周
辺
森
林
整
備
事
業
が
令
和
２
年

度
の
当
初
予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
、

鞍
馬
学
区
で
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
、
地
元
林
業
者
、
さ

ら
に
叡
山
電
鉄
も
整
備
経
費
の
負

担
を
検
討
し
て
い
る
今
回
の
「
鞍

馬
プ
ラ
ン
」
の
ス
キ
ー
ム
で
こ
の

事
業
を
さ
ら
に
市
内
山
間
部
で
拡

大
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
鞍
馬

プ
ラ
ン
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
、

画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
の
利
用
拡
大
に
向
け
、
更

な
る
国
の
支
援
を
得
て
、
速
や
か

な
合
意
形
成
と
事
業
の
推
進
を
図

り
、
倒
木
被
害
の
未
然
防
止
に
努

め
ま
す
。

市
営
住
宅
団
地
再
生
事
業

ま
ち
づ
く
り
と

地
域
の
想
い

■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
質
問
）

令
和
２
年
度
に
再
生
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
る
、
市
営
住
宅
は
、
い

ず
れ
も
一
等
地
に
立
地
し
京
都
市

に
と
っ
て
も
貴
重
な
公
有
財
産
で

す
。
京
都
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

と
、
団
地
住
民
の
想
い
を
両
立
さ

せ
た
団
地
再
生
事
業
を
ど
の
よ
う

に
進
め
ま
す
か
。

■
鈴
木
章
一
郎
副
市
長
（
答
弁
）

令
和
２
年
度
、
団
地
再
生
事
業
を

ス
タ
ー
ト
す
る
左
京
区
に
あ
る

「
養
正
」、「
錦
林
」、「
岡
崎
」
の

ほ
か
、「
三
条
」、「
壬
生
東
」、「
壬

生
」
の
各
団
地
は
非
常
に
利
便
性

の
高
い
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
よ
う

に
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
想
い

を
丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
着
実
に
事

業
を
進
め
ま
す
。

桜
景
観
の
保
全

京
都
の
桜
を
守
る

■
さ
く
ら
い
泰
広
議
員
（
質
問
）

日
本
の
春
の
代
名
詞
で
あ
る
京
都

市
の
桜
が
今
、
危
機
的
な
状
況
に

あ
る
と
い
う
こ
の
厳
し
い
課
題
に

対
し
、
一
刻
も
早
く
対
処
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
中
心
に
京
都
市
が
管
理
す
る

約
1
万
本
の
桜
に
つ
い
て
専
門
家

の
知
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
ど
の
よ

う
に
し
て
管
理
し
景
観
を
保
全
し

て
継
承
さ
れ
ま
す
か
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
京
都

市
が
管
理
す
る
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

を
中
心
と
し
た
約
1
万
本
の
桜
に

樹
勢
の
衰
え
が
見
ら
れ
、
そ
の
た

め
日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
点
検
や

腐
敗
防
止
処
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
千
7
百
本
の
街
路
樹
の

桜
に
つ
い
て
は
専
門
家
の
知
見
を

踏
ま
え
、
順
次
更
新
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
桜
景
観
の
創
造
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

地
域
を
守
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1			災害に備えた森林整備について
2		京都市全体の街づくりの視点からの市営住宅
団地再生事業について

3			美しい桜景観の保全・継承について
4		インクルーシブ教育の視点を踏まえた医療的
ケア児に対する対応の充実について

5			左京区北部地域の道路整備について
6			花背峠のトンネル化について（要望）
7			地下鉄国際会館駅前整備について（要望）

⃝さくらい泰広議員の質疑項目⃝

1			観光課題解決先進都市に向けて
2			次代の財政経済政策について
3			子育て環境日本一に向けて
	 	・幼児教育・保育の推進について
	 	・児童虐待の防止と社会的養育の充実について
4			未来のまちづくりビジョンについて
5			文化庁移転を見据えた京都創生について
6			災害に強い上下水道事業について

⃝平山たかお議員の質疑項目⃝

災
害
に
備
え
た
森
林
整
備

「
鞍
馬
プ
ラ
ン
」
創
設

令
和
２
年
度
、
左
京
区
に
て
イ
ン
フ
ラ	

施
設
周
辺
の
森
林
整
備
事
業
を
実
施
予
定

東
山
区
六
原
の
雨
庭
イ
メ
ー
ジ
パ
ー
ス

東
山
区
の
解
決
事
例
を
元
に

観
光
課
題
解
決
先
進
都
市
に
向
け
て

国
・
地
元
と
連
携「
も
り
」を
守
る

さ
く
ら
い
泰
広 

議
員

⃝

左
京
区

【
代
表
質
疑
】

平
山
た
か
お 

議
員

⃝

東
山
区

2
月
市
会
（
2
月
27
日
）
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皆さんの

ご意見・ご
要望を

お寄せ下さ
い

〒604-8571	京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
	jimin3@nifty.com	FAX.257-3091

　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
の
充
実
等
、
市
民
生
活
の

安
心
安
全
を
第
一
に
据
え
た

予
算
で
す
。
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
縮
小
一
辺
倒
と
な
ら
ず

未
来
に
責
任
を
持
ち
、
議
論

を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　

特
例
的
な
市
債
で
あ
る

「
調
整
債
」
が
緊
急
避
難
措
置

と
し
て
発
行
さ
れ
る
。
非
常

事
態
と
し
て
受
け
と
め
、
予

算
の
執
行
は
極
め
て
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
設
け
、
次
年
度

は
調
整
債
を
発
行
し
な
い
と

い
う
強
い
決
意
が
必
要
。

　

様
々
な
条
件
の
下
、
京
都

市
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
も
将
来
世
代
に
対
し

て
、
責
任
を
持
っ
た
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
を
引
き
続
き

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
財
源
収
入
が
82
億
円

減
少
と
極
め
て
厳
し
い
状
況

で
歳
出
に
関
し
て
は
た
ゆ
ま

ぬ
見
直
し
は
当
然
。歳
入
に
関

し
て
も
新
た
な
財
源
を
創
出

し
、
市
全
職
員
が
「
稼
ぐ
」
と

い
う
強
い
意
識
で
税
収
増
、税

外
収
入
の
確
保
を
！

　

今
の
京
都
を
築
い
て
頂
い

た
シ
ニ
ア
世
代
に
感
謝
の
意

を
、
子
ど
も
若
者
に
公
共
に

よ
る
育
成
を
、
両
者
を
支
え

る
現
役
世
代
に
安
定
し
た
保

障
を
実
感
し
て
頂
け
る
よ
う
、

適
切
な
配
分
を
行
い
持
続
可

能
な
責
任
を
尽
す
こ
と
で
す
。

　

市
民
の
経
済
的
負
担
を
増

や
す
こ
と
な
く
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
進
め
る
。
ま

た
、京
都
市
が
リ
ー
ド
し
、街

を
実
証
実
験
の
場
と
し
て
活

用
し
、
京
都
経
済
を
支
え
る

企
業
を
育
て
る
。

　

予
算
審
議
を
通
じ
て

１
４
７
万
市
民
の
生
活
向
上

を
目
指
し
て
議
論
を
深
め
、

事
業
を
前
進
、
実
現
さ
せ
る

た
め
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望

を
源
泉
と
し
て
な
お
一
層
、

取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

門
川
市
政
の
４
期
目
が
始

ま
り
、
二
元
代
表
制
の
下
で
、

緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

担
税
力
の
強
化
、
行
財
政
改

革
を
推
進
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
が
安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
邁
進
し
ま
す
。

　

市
長
選
挙
後
初
の
予
算
。
京

都
経
済
の
持
続
的
発
展
と
市
民

生
活
の
豊
か
さ
等
実
現
の
た
め

市
長
と
市
民
と
の
１
４
１
の
お

約
束
を
８
割
以
上
計
上
。「
く

ら
し
に
安
心
、
ま
ち
に
活
力
、

未
来
に
責
任
」
新
し
い
京
都
へ

の
挑
戦
と
改
革
予
算
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

令
和
２
年
度
予
算
に
は
、
門

川
市
長
の
市
民
と
の
１
４
１

の
お
約
束
の
８
割
が
計
上
。

市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支

え
る
大
切
な
予
算
で
あ
り
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
議
論
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、更

な
る
行
財
政
改
革
と
徹
底
し

た
事
業
の
見
直
し
を
し
て
も

特
例
的
な
地
方
債
の
調
整
債

を
発
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。全
庁
あ
げ
て
担
税
力
の
強

化
と
税
外
収
入
の
確
保
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
時
間
を
さ
い
た
。

伏
見
区
で
は
向
島
秀
蓮
の
成

功
に
続
き
、
小
栗
栖
で
も
一

貫
校
に
向
け
て
の
一
歩
が
踏

み
出
さ
れ
た
。地
元
の
皆
さ
ん

の
英
断
に
感
謝
。更
な
る
統
合

推
進
で
教
育
環
境
整
備
を
！

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

縮
小
一
辺
倒
に
な
ら
ず
市
民

生
活
の
安
心
安
全
を
基
に
、

担
税
力
の
強
化
、
民
間
活
力

の
導
入
、
人
件
費
の
削
減
、

事
業
の
見
直
し
な
ど
の
歳
出

改
革
を
徹
底
し
、
持
続
可
能

な
財
政
の
確
立
を
求
め
ま
す
。

　

特
別
の
財
源
対
策
が
過
去

最
高
の
１
９
３
億
円
。厳
し
い

財
政
状
況
が
継
続
す
る
中
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
京
都

の
経
済
が
緊
急
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
行
政
・
議

会
の
正
念
場
。知
恵
を
絞
り
だ

し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

門
川
市
長
四
期
目
の
新
年

度
予
算
は
調
整
債
の
発
行
を

は
じ
め
、
厳
し
い
財
政
運
営

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
未
来
の
為
の
投
資
、

持
続
可
能
な
健
全
財
政
の
為

の
提
案
を
含
め
、
徹
底
的
に

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
の
中
で
予
算
の
ス
リ
ム

化
を
求
め
る
と
と
も
に
財
政
状

況
が
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も

市
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
り
ま
ち
に
活
力
を
与
え
住

み
よ
い
ま
ち
住
み
た
い
ま
ち

を
目
指
し
審
議
！
責
任
あ
る

政
治
を
進
め
て
参
り
ま
す
！！

　

私
も
一
貫
取
組
み
し
て
き

た
大
き
な
政
策
の
柱
の
一
つ

『
力
強
い
経
済
の
持
続
的
発

展
と
都
市
活
力
の
創
造
』
の

予
算
で
は
、
地
域
企
業
の
強

化
支
援
と
産
業
用
地
・
企
業

立
地
を
促
進
、
地
域
特
性
を

い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
！

　

京
都
市
政
最
大
の
課
題
の

一
つ
「
財
政
の
健
全
化
」
の

実
現
に
向
け
て
、
二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し

て
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
将
来
に

負
担
を
先
送
り
し
な
い
京
都

市
政
を
目
指
し
ま
す
。

　

非
常
に
厳
し
い
財
政
の
改

善
と
京
都
の
活
力
向
上
の
た

め
、
保
有
資
産
の
徹
底
し
た

有
効
活
用
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
若
者
が
夢
や
希

望
を
抱
き
、京
都
で
住
み
、働

き
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

特
別
の
財
源
対
策
が
必
要

と
な
っ
た
こ
と
は
、
残
念
で

す
。
京
都
市
の
未
来
を
見
据

え
、
特
に
社
会
資
本
の
整
備

や
防
災
関
連
の
予
算
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全

の
た
め
、
着
実
に
執
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

「
夢
」
と
、
財
政
難
の
「
現
実
」

の
は
ざ
ま
で
、
持
続
可
能
な
社

会
を
ど
う
つ
く
る
の
か
。
そ

の
中
で
も
、
福
祉
・
医
療
・
子

育
て
支
援
・
教
育
・
防
災
対
策

等
、
市
民
生
活
を
最
優
先
し

た
議
論
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
に
向
け
て
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
、

自
民
党
議
員
団
21
名
に
聞
き
ま
し
た
。

中
村
三
之
助

上京区

山
本
　
恵
一

北区

寺
田
　
一
博

上京区

津
田
　
大
三

中京区

平
山
た
か
お

東山区

加
藤
　
昌
洋

中京区

富
　
き
く
お

山科区

𠮷
井
あ
き
ら

山科区

森
田
　
　
守

右京区

井
上
よ
し
ひ
ろ

右京区

橋
村
　
芳
和

伏見区

下
村
あ
き
ら

下京区

田
中
　
明
秀

西京区

田
中
た
か
の
り

右京区

み
ち
は
た
弘
之

伏見区

西
村
　
義
直

西京区

繁
　
　
隆
夫

伏見区

椋
田
　
隆
知

南区

し
ま
も
と
京
司

南区

令
和
２
年
度 

京
都
市
予
算

平
成
か
ら
令
和
へ

豊
田
　
恵
美

左京区

さ
く
ら
い
泰
広

左京区

令和2年3月31日自由民主党京都市会議員団ニュース第67号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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